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小水力発電から 
洋品店創設へ
　岐阜で生まれ育ったにもかかわらず、
そうしたことをまったく知らなかった
ことに衝撃を受けた平野さんは、仲間と
ともに勉強会を立ち上げ、長良川の流域
圏の歴史を見つめなおした。そして、上
流域の過疎化が山や畑、里の荒廃をもた
らし、下流域の伝統産業の衰退や環境
悪化を生み、流域全体が住みにくくなろ
うとしていることに危機感を抱くよう
になった。
　このような状況を改善し、子どもや孫
世代が地域でこれからも暮らせる環境
を作るために自分たちが何をできるか、
平野さんは仲間と議論を重ねた。そし
て、地域を持続させるために自給の大切
さ、中でもエネルギーに着目。水が豊か
な岐阜で、地域のエネルギーを自給する
小水力発電事業をできる場所を探して
いる時、紹介されたのが石徹白だった。
2007年、石徹白を初めて訪れた平野さ
んは、自然の美しさに感動し、地元で生
活する人たちが自分を受け入れてくれ
たこともあり、ここで発電事業をやりま
しょうと働きかけた。
　地元の人と一緒に土木工事も行い、発
電事業を軌道に乗せる過程で結婚し、発
電事業は夫が引き継いだ。平野さんは新
たな仕事として、服を作ろうと思い立
ち、服飾の専門学校に2年通った後、

左：自然の中にたたずむ石徹白
洋品店本店
右：店内の様子平野馨生里さん

学に進学し、国際協力の現場を体験した
くて1年生の時に、カンボジアの「クメ
ール伝統織物研究所」と出会い、そこに
通うようになった。
　平野さんは、創設者の森本喜久男氏が
現地の人と一緒に汗を流し、彼らがそこ
からエンパワーされて、伝統的な織物と
いう文化をベースにした暮らしを築き
上げていく過程に感銘を受けた。織り手
へのインタビューを行った際、「小さな
普通のおばあちゃん」が、織物は自分に
とって誇りであり、自分と切り離せない
存在だ、と言うのを聞いて、「すごくかっ
こいいな」と思ったそうだ。そして、自
分は豊かな日本に住んでいるけれど、そ
んなふうに自分の住んでいる地域の文
化を誇りに思えているのだろうか、と考
えるようになった。
　平野さんは、故郷の岐阜に目を向け始
め、岐阜のまちづくりに関わるようにな
る。そこで、当時作られなくなっていた
工芸品の「水うちわ」（水のように透ける
目にも涼しいうちわ）を復活するプロジ
ェクトに取り組んだ。そして、水うちわ
は、岐阜県を流れる長良川を通じて、上
流の木材や和紙が運ばれ、岐阜で加工し
て作られていたことを知る。

山の中の洋品店
　岐阜県北部の山間部、郡上市白鳥町
石
い
徹
と
白
しろ
の集落に、古民家を移築した小さ

な洋品店がある。石徹白洋品店本店だ。
販売しているのはこの地域の野良着か
ら生まれた「たつけ」「はかま」「越前シャ
ツ」といったアイテム。オーガニックコ
ットン等の自然素材を使い、直線裁ちで
端切れが最小限になるように仕立てら
れ、藍染めや草木染めを施された服は目
にも肌にも心地よく、周囲の景観に溶け
込んでいる。隣の元馬小屋ギャラリーで
は、石徹白の文化を紹介する展示などが
行われている。積雪が２、３メートルに
もなる冬期には本店はお休みとなり、東
京他各地の展示会での販売やトークイ
ベント、服作りワークショップが開かれ、
オンライン販売も行われている。

カンボジアから地元の岐阜へ
　店主の平

ひら
野
の
馨
か
生
お
里
り
さんは、岐阜市郊

外の大家族で生まれ育った。同居してい
た祖母は茶道の先生を務め、言葉遣いな
どにも厳しかった。平野さんは祖母への
反発心もあり、家を出て海外に行きたい
という思いが強かったそうだ。東京の大

2011年に石徹
白に本格移住、
2012年に洋品
店を立ち上げ
た。

石徹白に魅せられて #01
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山の暮らしをサステナブルに守るための洋品店



なぜ洋品店なのか
　家庭科が苦手だったという平野さん
が現場経験なしでなぜ洋品店なのか。そ
のきっかけは、第1に、自分が成人アト
ピーを患い、普通に作られた服は肌にあ
たると痛くて着られないという時期が
あったことから、そういう人でも着られ
る服を作りたいという思いがあったこ
と。第2に、それまでライターやイベン
ト、広報の仕事をフリーランスでしてき
たが、交通の便が悪い石徹白で続けるの
は難しいので、どうしようかと周りを見
回してみたら、石徹白ではかつて縫製業
が盛んで、女性の雇用の受け皿となって
いたことがわかったこと。今も一つだけ
残っている縫製工場では82歳の女性が
地元の縫い手をつなげて仕事をしてお
り、縫製業なら雪国でもできるかもしれ
ないと思ったそうだ。そして第3に、雪
国の石徹白では冬の間手仕事を行って

きたためか、手先の器用な人がたくさん
いて、手芸をしたり、ものづくりに関わ
ったりしている人も多いこと。そうした
地元の人と一緒に仕事ができたらと思
ったことも、平野さんを後押しした。

「たつけ」との出会い
　洋品店では、開業当初、アトピーでも
着られる普通の洋服を作っていた。しか
し、ある時、石徹白を訪れたクメール伝
統織物研究所の森本氏を近所の高齢の
ご夫婦が運営している資料館に案内し
た時、展示してあった古い「たつけ」とい
う野良着のズボンを見て、「これはすご
いから君はこれを作るといい」と言われ
た。「たつけ」は今でもお祭りなどで民踊
を踊るときに衣装として使っており、平
野さんは、その存在は知っていたが、作
り方までは知らなかった。資料館の主で
ある石徹白小枝子さんに作り方を教え

しかも、体形を選ばず、動きやすい。
　これは皆に伝えなければと思った平
野さんは、ワンシーズンで普通の洋服を
作るのをやめ、「たつけ」の他、「はかま」
「かるさん」「越前シャツ」という、野良着
をもとにした服を中心にした品ぞろえ
に変えた。また、型紙や作り方を公開し、
定期的に服作りワークショップを開い
て、希望者に作り方を教えている。

自給的暮らしとプロの仕事
　これは、平野さんにおしみなく作り方
を教えてくれた地元の「おばあちゃん」
たちにあやかる意味もあるが、それだけ
ではなく、自給的に暮らすことの価値を
伝えたいという意味もある。ファストフ
ァッションがあふれ、お金と引き換えに
誰かがどこかで作ってくれる安い服を
手に入れる生活は楽だが、素材から服の
仕立てまでのすべての過程がブラック
ボックス化してしまうことは実は怖い
ことなのではないか、と平野さんは言う。
石徹白のお年寄りたちは、衣食住、すべ
てを自分で作って、まかなう術を知って
いる。服もみんなが自分で作れれば、何
かの時のリスクマネジメントにもなる
のではないか。平野さんはそう考えて、
服の作り方を公開し、教えているのだそ
うだ。
　もちろん、プロのスキルによって作ら

石徹白洋品店のウェブサイト　https://itoshiro.org/

たつけと越前シャツ。オーガニックコットンを使い、藍
染めの藍は自分たちで作り、草木染めは地元の素材で

Sachiko Takenouchi

服作りワークショップ

てもらったところ、その作りのすごさに
驚いたという。反物をパズルのように裁
断して組み合わせ、仕立てることで、端
切れやあまり布がほとんど出ないのだ。

れた服の美しさや丈夫さ、着心地のよさ
は、なかなか素人がまねできるものでは
ない。石徹白洋品店の服は決して安く
はないが、そこにはものづくりのプライ
ドとプロの仕事に対するきちんとした
報酬が含まれている。低品質、暗くて汚
い環境、低賃金で安く作られたものでは
なく、よい環境で、正当な賃金を払って
作られた高品質のものの価値を消費者
の人にも納得して買ってもらえれば。平
野さんはそう考えている。

石徹白洋品店のあり方 #02
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（株）シナリオワークにて女性消費者を中心とする消費者研究、マーケティング戦略立案を多数手がける。
2015年4月、自宅を改装し、シェアハウス＆シェアキッチン『okatteにしおぎ』をオープン。

（株）コンヴィヴィアリテ代表取締役。



洋品店事業の進化
　2012年に石徹白洋品店を始めた平野
さんだが、オープン後出産・育児が続い
たこともあり、しばらくは個人事業で
「ぼちぼちと」やっていたそうだ。
　その後、2016年に現在の本店を建て、
商品の量も増やせるようになったタイ
ミングで、「たつけ」に一目ぼれし、これ
はぜひ広めるべきだからここで働きた
い、と言ってくれた女性を雇用するた
め、2017年に法人化、ビジネスとして計
画的に展示会を行ったりイベント出店
を増やしたりして、顧客が増えていった。
顧客も、最初は「変わった服」に興味を
持つ人か、活動自体に共感する社会的意
識の高い人がメインだったが、最近はす
そ野が広がり、サルエルパンツなどと同
様、ファッションの選択肢の一つになっ
ていると感じるそうだ。
　最近は毎年夏のインターン募集を行
い、3カ月間、石徹白に住んで店を手伝
ってもらっている。その中からスタッフ
になる人も現れている。また、ママ友の
つながりで「たつけ」の作り方を習う人
や、藍畑を手伝ってくれる人、東京で展
示会を手伝ってくれるスタッフなど、石
徹白や「たつけ」への思いでつながる仲
間の輪が広がっている。会社自体も、コ
ロナ禍の困難も乗り越え、6期目以降は
黒字化を果たしている。

石徹白を豊かな暮らしの 
モデルとして
　石徹白地区の人口は2011年の300人
から2024年は200人になり、そのうち

40人が移住者だそうだ。これはもとも
と石徹白で生きてきて、石徹白の生活や
文化をよく知っている人がほぼ半減し、
それを新規移住者40人で埋めるという
こと。これまで、石徹白のお年寄りの懐
に入り、いろいろなことを教えてもらっ
てきたが、これからは、それを自分たち
が継承して、石徹白を維持していかなけ
ればいけないところに差し掛かってい
る、と平野さんは言う。
　そのためには、まず、雇用を増やすこ
とが重要だ。平野さんは、石徹白洋品店
が雇用先の一つになればよいと考えて
いる。特に子育て世代が育児をしながら
仕事ができる環境をつくりたいそうだ。
ただ、今は、そういう人が住む家がない。
空き家はあるが、インフラや住み心地と
いう点で住むことが難しい家がほとん
どだ。このため、子育て世帯が住めるよ
うな家を増やすため、資金を投じてやっ
ていこうと考えている。まずは1軒、古
民家を再生し、2025年秋に宿としてオ
ープンする計画で、都市部や海外からの
訪問者にとっては、石徹白をより深く体
験できるようになる。
　平野さんは最近ロンドンのウィリア

ム・モリスギャラリーで展示会を行い、
「たつけ」のデモンストレーションを行
った。その際、多くのイギリス人から「た
つけ」の裁断のすばらしさを絶賛された
そうだが、その時思ったのは、この反応
は東京で展示会をやった時となんら変
わらないということだったそうだ。東京
でもロンドンでも、展示会に来る人はT
シャツやGパンといった同じような服
装で、同じ反応をする。それだけ世界は
均質化してしまっているということだ。
平野さんは石徹白で「聞き書き」の活動
もしているが、そこで出会うお年寄りは、
本当に個性的でユニークだそうだ。彼ら
は豪雪地帯の山間部という他地域と隔
たりのある暮らしの中で、外から物やサ
ービスを買うのではなく、自分たちで物
を作り、娯楽をつくってきた。その多様
な豊かさを打ち消したくない、自分も多
様でいたいし、個性を持っていたい。石
徹白の暮らしを豊かさの一つのモデル
としてサステナブルに守っていきたい。
その思いで平野さんは洋品店をはじめ
とするさまざまな事業を続けていこう
と考えている。

上：洋品店の仲間たち
左：「たつけ」の作り方を教えてく
れた石徹白小枝子さん
右：平野さんが行っている有志の
活動「石徹白聞き書きの会」の
「聞き書き集　石徹白の人々」

#03石徹白の未来に向けて
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